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You may take a horse to the water, but 

you can’t make him drink ． 馬を?k·辺につれて

ゆくことはできるが、 ＊を飲ませることはできな

L ' ,  ／：いう諺は日本でも有名である。

この頃の多くの大学生をみていると、 作！となく

この諺を思い出す。 かれらは水辺につれてこられ

た一一自分て米たのかもしれないが、 ただ世の中

の慣習に従ってやって来たにすまなL 、馬である。

もともと知識にたいする渇望がないのだから、 ノド

を飲もうとはしなt、。 ただ水辺をうろうろしてい

るだけである。 しかし、 いかに大学が立派な校舎

を建て、 すぐれた教授を府立しても、 かれらにノド

を飲ませることはできよ ...-
・・4・

うがない。

しかし、 それも無理か ，圃’ー
ら必ことである。 中流・

保守意識の湖i坐している

世の中で、 一流大学に入

ることが人乍の唯一の目

的のように育てられてき

た子供には、 知的渇望などというものは生れよう

がないであろう。

知的渇望は、 今では社会人のものになっている。

社会に出て職業そもって、 その中で自分なりの人

生を設計してゆこうとすれば、 社会、 歴史、 自然

などさまざPまのことに疑問が生じ、 今まで備えて

いた知識では解釈しきれないこtが続出するのは

当然のことである。 知的渇望は、 まず疑問をもつ

ことから出発する。 だが、 みずから求め、 みずか
ヲ柑·nt

ら学ぶうちには、 それは愛知に変るであろう。 別

に今すぐ役に立たなくてもいい、 過去三千年、 人

類が営々と積み重ねてきた怒知、 その一端にでも

ふれることの喜びを知るのがフィロソフィーであ

る。

三輪学苑は渇えた馬のつどいである。 そしてそ

こで水を飲んだ人はフィロソファーとしてそこか

ら出ていってくれることを期待したい。

（東京大学名誉教授・経済学）

国際化時代の、教育摩擦グ
中嶋嶺雄

このところ教育論議がひとしきり盛んになり、

中曽恨政権下に臨時教育得議会も発足して、 織々

な立見が交されている。 教育論議は、 匡IE支が等し

く各人終様の意見をもつものであり、 私自身も教

育の現場｛こL、て、 自分なりの意見をもっているつ

もりfごが、 どうもそうした論議にすすんで参画す

る気にはなれなL、。 入試改持についてもしかりで

ある。 それは私自身が、 これらの問題について、

日々あ・まりにも現場での体験を余儀なくされてい

て、 論議にふける気にはなれないということがあ

るからカ・もしれなL、。 しかし、 大学教仰として日

日そうした体験に臨んで、いるというだけでなく、

私’fi-にわたって恐縮t.：：が、

わが家では中学から尚校

までの男女4人の「供ぞ

む ち、 妻l立公立ιド‘戸伎の

教Miて＼連日述復、 非行

中学生などに立ち合って

いる姿ぞ兄ていると、 な

んtな〈｜止の教ti論議が

空々しく思えてもくるのだ。

ただ、 今l両llま、 飯山宗一郎氏tいう矧稀れなる

個性が、 大学・セミナー・ノ、ウスという館大な泣1設に

安住することなし さらに三輪学苑という新しい

教育の場ぞ印l造されつつあることに魅せられて、

一点だけ強調したい問題を述べてみようと思う。

それは、 わが国がL、まや l it界のI�任ある同 家 t

して、 いよいよ本俗的な｜玉｜際化時代を迎えつつあ

るといわれながら、 いわゆる公教育における国際

交琉を考えてみると、 わが国の教育界は、 あまり

にも閉鎖的で、 日米関係においても、 経済際機、

貿易燈擦のみならず、 q教育摩擦Hが坐じはじめて

いるという事実についてである。 日米間には、 高

等教育レベルで1まフノレプライト奨学制度なEが戦

後存在し、 高校生レウeエノレの交流にかんしては、

AFS(American Field Service）やYFU(Youth for 

Understanding）なEがよく知られている。 これら

の民間教育交流のおかげで、 わが国からは、 これ
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まで実に数多くの大学乍や高校生がアメリカに留

乍し、 多くの恩恵をこうむり、 また多大な成果を

あり’てきている。

だが、 こうした教育交流lふ とりわり、 その効

巣が著しいl:i校生レウeエルの場合、 日本からアメ

リカへという一方交通が依然として基本になって

いて、 アメリカその他の諸外国から日本へという

テャオJレは実に狭L、。 今日のわが国の国際的地位

からしでも、 このような や安保ただ采り’ ならね

、、教育たfご采り。 の一方j凶行は一日も早〈改善さ

れねばならないのだが、 いざ高校生を、 わが国か

らの留学乍同線に受り容れる高校を探すとなると、

その数はごく少歓である。 とくに公立高校の引場

はひどいもので、 日本からの留学生は、 アメリカ

の家信にホームステイ、 してその日から普泌のア

いうのに、 東京都の多くの公立山校（とくに受験

校）には、 まった〈受け容れの姿勢はなく、 私自

身有ri＜絶噌したばかりか、 折角の留学生を大いに

失噌させた経験がある。 文部省も総論tU:もかく、

実際にそのあたりの指導をきめ細かくやっている

とは思えず、 しかも高校側は、 そんなl面倒な余計

なお世話はまっぴらで、 アメリカ人尚校生のため

に授業が遅れて．もしたら、 入試にもさしっかえる

といった掠子なのである。 つまり、 いくら日米友

好、 ひいては日米間の経済摩擦解消の－llJJにもと

思って政府聞で外交ショーとしてのアメリカ高校

生100名受付容れを大々的に宣伝したとしても、肝

心の受け1111がまったく出来ていないのが実状であ

る。

同公立の大学や高校は、 国民のものなのである

メリカ人同様に両校に通

中し、 .tb�1干によっては卒

業証＇•＇�までもらえるとい

うのに、 この逆のケース

はきわめて縦しいのが現

状である。 わが家を｛知lに

全会 随
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から、 わが国の国際化の

ためにも、 間学生の受け

容れなどは法制化すべち

だと思うのt.:.'-IJf、 現状l立

、、教育の自治砂 の壁には

・，，，..
とると、，：·：；校三年生の長 .....・
4月［J.現在、 アメリカのニ ，圃，．． 

平間

ユージャージー州の高校へ一年間A F S留学生で

行っており、 大変充実した向校生活を送らせても

らっている。 尚枝一年生の長kも同様にA F S留

学生として近＜i度米することになっているので、

そのお返しにもt思って、わが家には昨夏はY FU 
のアメリカ人山i校生が、呪復はAFS特別留乍生で

日本の大企業のそラル形成についてP h D論文を

惟備しているイギリス人がホームスティしている。

しかし、 いずれの場合ち、 日本の高校や大学（J.、

これらのfit·下’左右� El本人間械の学生として受け容

れることに、 きわめて消極的である。 昨夏のY F 

U留学生の場合は、 中曽担首相が就任直後の訪米

で、 アメリカ作州から上院議長推薦の優秀な高校

生守2人ずつ、合J十100名を受け容れると約束して

きた日米友好の円玉商品のような学生たちで、 彼

らは日本に行Itぱ、 当然、 ホームスティしている

家庭の子供たちt一緒の尚按で日本の高校生活を

体験できるとJUI待に胸をふくらませて米日したと

早ノV

ばまれて、 院述いものが

ある。 私はむしろ私学や

民間の教育機関に期待す

る以外にないと絶望しているのだが、 それだけに

飯間宗一郎氏の主宰する三輪学苑が、 そのような

官（•＇f:生にとっても日�J放されたら、 さらによ哨しい

成果を生むのではないかと大いに期待している。

(W:Jit：外国語大学教授・国際関係、論・現代中国学）

倫紛軟石記念館開館式に出席して
熊坂敦子

昨年8日24日、 未だ明けやらぬ朝、 ヒースロー

飛行場に｜咋り立った。 暑い中にもgJさやかな風が立

って、 英国は初秋のようであった。 宅地では倫敦

激石記念館館長恒松自II生氏が、 出迎えてくれた。

その復、 記念館開館式に先立って特別記念講出

会が行なわれることになっていた。 同際交流基金

のIllニ入りで、 パークレーン・ホテルでHliされた。

参会主；の事少が予 想されたが、 ロンドン大学、 大

使館、 同世間在館関係の英国人を交え、 日本の大

学研究家も米英して、 80名住が集まった。 午後6




